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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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「総選挙で自民党政治を終わらせよう」――臨時国会の開会日、

国会前行動に250人が参加（10月１日）――２面へ

ながたこうぞう 1977年ＮＨＫ入

局後、ドキュメンタリー教養情

報番組ディレクター・プロデュー

サーとして多くの番組制作、2009

年退職。映画『命かじり』『闇に
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ＨＫが危ない！』『現在ニッポン

の大問題』（両著あけび書房）な

ど共著多数。『原爆と俳句』（大月

書店）12月に刊行予定。
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
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